
●生活相談

【相談専用ダイヤル】TEL (097)546-2775

●休館日

土・日曜日・国民の祝日
及び休日・年末年始

大分市人権イメージキャラクター 「キズナーズ」

●お問い合わせ

午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで

旭町文化センター

〒870-0884　大分市旭町 1 番 1 号

TEL・FAX (097)546-2772
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旭町文化センター

「大分市 一人ひとりが互いの人権を尊重し合う

　　　　　　　  社会づくり条例」を制定しました

条例の制定にあたっての背景及び考え方

2026 年（令和 8年）4月 1日施行

条例の全文や詳細は

大分市 HPをご覧ください。

　あらゆる人権に関する課題解決に向けた取組を推進することにより、差別のない、すべて

の人が互いの人権を尊重し合う社会の実現を図るため、「大分市一人ひとりが互いの人権を

尊重し合う社会づくり条例」を制定しました。

　条例には、一人ひとりが互いの人権を尊重し合う社会づくりを進める上での基本となる

考え方のほか、市が行うべきことや、市民や事業者の役割などを定めています。

　大分市では、これまで日本国憲法及び世界人権宣言の理念に基づき、あらゆる差別の

撤廃と人権の擁護に努めてきました。

　しかしながら、国際化、情報化、少子高齢化の進展により、人権問題は複雑化・多様化し

ており、社会全体の人権意識の高まりとともに、新たに生起または顕在化した人権課題が

存在するとともに、インターネットを介した人権侵害も深刻化しています。さらに、企業

に対しても人権尊重に向けた取組が求められるようになっています。

　こうした背景のもと、人権を尊重することの重要性は一層高まっています。差別は許さ

れないという考えのもと、あらゆる人権課題の解決に取り組む姿勢を明確に示すととも

に、市民、事業者、行政が一体となり、差別のない、一人ひとりが互いの人権を尊重し合う

社会の実現を目指します。
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旭町文化センターへ、生活上の

お悩みを相談してみませんか？

午前 9 時から午後 5 時まで

「大分市一人ひとりが互いの人権を尊重し合う社会づくり条例」

を制定しました。 詳しくは裏表紙をご覧ください。

「大分市一人ひとりが互いの人権を尊重し合う社会づくり条例」

を制定しました。 詳しくは裏表紙をご覧ください。

8月は です8月は です「差別をなくす運動月間」「差別をなくす運動月間」

さべつ
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けんざい
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旭町文化センターでは、“学ぼう･気付こう･とりくもう”を合言葉に、毎年さまざまな分野の講師をお招きし、「人権を考える講演会」や「暮らしの中の人権講座」を開催しています。旭町文化センターでは、“学ぼう･気付こう･とりくもう”を合言葉に、毎年さまざまな分野の講師をお招きし、「人権を考える講演会」や「暮らしの中の人権講座」を開催しています。

その他 教室の募集その他 教室の募集

日 時 10 月 9 日（金）
午前 10 時〜午後 1 時

日 時 7 月 30 日（木）
午前 10 時〜12 時

定 員 10 名

定 員 10 チーム（1 チーム 3 人程度）

※チームには小学生が１人以上参加してください

講 師 大分市保健所健康課の職員

期間：7 月 1 日（水）〜

　　　　【定員に達し次第終了】

方法：電話もしくは窓口（先着順）

期間：7 月 1 日（水）〜

　　　　【定員に達し次第終了】

方法：電話もしくは窓口（先着順）

1回目
日時

８月 7 日（金） 
午後１時 30 分〜３時

演題「子どもの声」をまんなかに
〜今「なんでやねん！」からはじめよう〜

子どもの権利条約 関西ネットワークさん講師

30 組定員

　子どもの権利条約を幅広く推し進め、子どもを一人の人間として尊重し、子どもの権利を守り

保障することを目的に 2015 年から活動する市民団体です。

　全国の子どもたちの「なんでやねん」という声を集めてつくった“すごろく”の体験・ワークシ

ョップを通じて、子どもの権利を遊んで学びます。みなさんの「なんでやね〜ん！」という声を会

場に響かせましょう。

講
師
紹
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2回目
日時

８月 17 日（月） 
午後１時 30 分〜３時

演題 親子で楽しむ人権コンサート
～動く大きな絵がある参加型のファミリーコンサート～

ボッチャ教室に参加しませんか？

健康づくり料理教室

ケチャップマヨネーズさん講師

40 組定員

　ケチャップマヨネーズは、サヤカ（絵／歌／作詞）とナオヒロ（アニメ／演奏／作曲）の夫婦ユニット。2001

年に結成、歌とイラストで織りなす【うごく大きな絵があるコンサート】を全国で 1000 回以上行っています。

生歌・生演奏・参加型で、目でも耳でも楽しめる公演は、子どもから大人まで年齢も障がいも関係なく楽し

めるので、保育園・幼稚園・小学校・福祉施設など、さまざまな施設や会場で大好評。いじめやスランプを詩

と絵で乗り越えたサヤカ、右耳の難聴を音楽への情熱で跳ね返したナオヒロ、そして 2020 年に誕生したダ

ウン症の息子。そんな凸凹家族が困難や障害を乗り越え、家族 3 人で共に成長しながら活躍し続けています。
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夏休み
企画

人権を考える講演会人権を考える講演会人権を考える講演会

講師講師

演題

理事長・院長 山 岡  憲 夫 さ ん

やまおか在宅クリニック

在宅医療・介護の現場から
　　　　　　〜幸せな最期とは〜

10月16日（金）　午後1 時 30 分〜3 時

（翌年）2月18日（木） 午前10 時〜11 時 30 分

講師講師

演題

中島 潤さん・中島みつこさん

NPO 法人 LGBT の家族と友人をつなぐ会

親子で語る「性の多様性」

12月11日（金）　午後1 時 30 分〜3 時

9月17日（木）　午前10 時〜11 時 30 分

講師講師

演題

李 　 信 恵 さ ん

フリーライター

ヘイトスピーチを許さない社会へ
～ 2 つの反ヘイトスピーチ裁判から条例制定運動へ～

講師講師

演題

上 川  多 実 さ ん

BURAKU HERITAGE メンバー

部落問題を通して考える
　　　　　　　日常の中の差別

　人権とは、誰もが生まれながらにして持っている人間として幸せに生きる権利で、一人ひとりがお互いに尊重し合う必要があるものです。私たちは、誰もが毎日を幸せに暮らしたいと願っていますが、身近なところで、

なにげなく口にした言葉や行動により、相手を直接または間接的に傷つけてしまうことがあります。また近年は、SNS をはじめとするインターネット上の人権侵害の深刻化が新たな問題となっています。

　各講演を通して、あらゆる人権問題について考え、より一層知識を深める機会としていただければ幸いです。

　人権とは、誰もが生まれながらにして持っている人間として幸せに生きる権利で、一人ひとりがお互いに尊重し合う必要があるものです。私たちは、誰もが毎日を幸せに暮らしたいと願っていますが、身近なところで、

なにげなく口にした言葉や行動により、相手を直接または間接的に傷つけてしまうことがあります。また近年は、SNS をはじめとするインターネット上の人権侵害の深刻化が新たな問題となっています。

　各講演を通して、あらゆる人権問題について考え、より一層知識を深める機会としていただければ幸いです。

　今年度は、子どもも一緒になって、人権について考えてもらおうと、全２回の講演を夏休み期間中に

企画します。ぜひこの機会にお子様連れでの参加をお待ちしています。

　今年度は、子どもも一緒になって、人権について考えてもらおうと、全２回の講演を夏休み期間中に

企画します。ぜひこの機会にお子様連れでの参加をお待ちしています。

小学生
（保護者同伴）

対象 期間：7 月 1 日（水）〜7 月 21 日（火）
方法：電話もしくは窓口（先着順）

申込

暮らしの中の人権講座暮らしの中の人権講座
2026 年度2026 年度2026 年度2026 年度

入場
無料

参加
無料

申込

ボッチャとは、ジャックボールと呼ばれる白いボールに向かって、赤･青の

それぞれ６球ずつのボールを投げたり、転がしたりしてジャックボールと

の距離に応じた得点を競うユニバーサルスポーツです。

●生活習慣病の予防に役立つ料理の実習を行います。

日 時 10 月 29 日（木）
午後 1 時 30 分〜3 時 30 分

定 員 15 名

講 師 吉永佐絵子さん（インストラクター）

健康づくり体操教室（ズンバ体験）
●ラテン音楽に合わせてダンスを楽しみます。

入場無
料
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